
 
 

Ⅰ 平成３０年度企業局予算の編成方針 
 
 

１ 企業局の現状                         

 

国のエネルギー政策の見直しや電力システム改革の進展など、電力
を取り巻く経営環境の変化に的確に対応しながら、「水力発電」による
低廉かつ安定的な電力の供給や長期安定した経営基盤の確立に向けた
取組を推進する必要があります。 

 
周南地区等における水資源・渇水対策や宇部・山陽小野田地区等に

おける需給状況の変化への対応、管路等の老朽化・耐震化対策等が  
喫緊の課題となっており、需要開拓等を通じた経営基盤の安定化を 
図りつつ、企業ニーズに的確に対応した工業用水の安定供給体制の 
構築を図っていく必要があります。 

 
 
 
 
２ 山口県企業局第３次経営計画の着実な推進 
 

企業局では、こうした経営環境の変化に的確に対応するため、平成２８年３月に  
『山口県企業局第３次経営計画』を改定し、計画期間内に重点的に取り組む「重点課題」
の洗い直しや長期視点に立った施設整備計画及び収支計画の見直しなどを行ったところ

です。 
平成３０年度は計画最終年度であり、計画に掲げる「安定供給体制の確保」、「安定  

経営の確保」、「地域・環境への貢献」の３つの経営基本方針に基づき、企業局の総力を
挙げて、計画の推進に取り組みます。 

 
 
 
３ 平成３０年度予算編成の基本方針 
 

平成３０年度予算は、『第３次経営計画』の「総仕上げ予算」として編成するものです。 

これまでの取組を踏まえ、直面する様々な経営課題へ的確に対応しながら、計画の  

達成に向けて、重点的かつ効果的な施策の推進に取り組みます。 

山口県企業局第３次経営計画【平成 25～30年度】（平成２８年３月改定） 

経 
営 
目
標 

電気 国のエネルギー政策を踏まえた水力発電による低廉かつ安定的な電力の供給 

工水 企業ニーズや経営環境の変化に的確に対応した安定供給体制の構築 

財務 持続的な事業運営や建設投資を可能にする収益基盤の確立 

 
重 
点 
課 
題 
 
 

 
〔電気事業〕 

 水力発電の供給力の確保・向上 

  電力システム改革への対応 

  小水力発電の普及・促進 

  地域・環境への貢献 

 
〔工業用水道事業〕 

  周南地区水資源・渇水対策 

 宇部・山陽小野田地区水資源・渇水対策 

  老朽化・耐震化対策 

  工業用水の需要開拓対策 

  工業用水道料金制度の見直し 

  地域・環境への貢献 
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